
アンケートまとめ （第 3 回 2025 年 9月 14日） 

 講座３日目のアンケートをまとめました。たくさんの方々のご意見やご感想をありがとうございま

した。保護者、職員の方々の順と対象の子どもの年齢による順に記載しています。 

個人が特定されないように割愛した内容もありますが、少しでも共有できればと思います。 

皆さんご参加をありがとうございました。 

 

保護者（年中児） 

1.  「料理」「買い物」橋本美恵の講義の感想やご意見などをお書きください。 

料理なかなかできていないがやってみよう！と強く思いました。 

 

2.  保護者の経験談 内海氏についてご感想やご意見などをお書きください。 

とても勉強になりました！将来を考えると不安があり、想像もできていないがお話を聞き、イメージ

が沸き、諦めずにがんばりたい。教えて頂いたこと調べたいと思います。 

 

3.  「ともに歩む」俣野勇士郎先生の講義へのご感想やご意見をお書きください。 

小学校はあと 1 年半後で、俣野先生みたいな先生に出会えたらいいなと思います。 

工夫をたくさん教えて頂きありがとうございます。 

 

4.  演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習はいかがでしたか 

とても分かりやすく、こうなるのか！すごいと思いました。たくさんの実例を話して頂き楽しくあっ

という間でした。息子も一人で生活できることを目指したいです。 

 

5.  3日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

周りで発達のことなど話す（話せる人）ことが無かったが班の方と話すことができ、話を聞くことが

でき、とても楽しかったです。毎回あっという間でした。これからも勉強していきたいです。ありがと

うございました。また参加したいです。 

 

 

保護者（小１） 

1.  「料理」「買い物」橋本美恵の講義の感想やご意見などをお書きください。 

料理は嫌がらず自分で作るので、やりやすいし、母も助かるし、勉強ができない日にもやりやすいと

思った。そして大人になっても役に立つと、先々のことも考えられていてさすがだと思いました。 

 

2.  保護者の経験談 内海氏についてご感想やご意見などをお書きください。 

内海さんの笑顔の中には、子どもさんと頑張ってきた背景がある。手を使うことがとても大切で、嫌

がっても指示に従ってやり遂げる、それを続けていくと息子も変わっていけるのだと勇気をもらえまし

た。 

 

3.  「ともに歩む」俣野勇士郎先生の講義へのご感想やご意見をお書きください。 

一人のお子さんの状態を見て、何でなんだろう？ 何を言いたいのだろう？と考え導いている。先生

は楽しそうにさらっと言われていましたが、なかなか出来る事ではないし、かなり努力や続ける事をし



ないと出来ない事だと思った。観察の大事がよく分かりました。これからも先生の取り組みを楽しみに

しています。 

 

4.  演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習はいかがでしたか 

徹底した可視化、1,000 円を 900 と 90と 10と考えるのにすごいなぁ、確かに分かりやすい！と感激

しました。何から何まで先々を考えて作られていることにびっくりしました。是非、小銭を集めておい

て、小銭分けからして、数えていって、買い物をしたいです。最近レシートが好きなのでそこから導け

たらと思います。 

 

5.  3日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

これから支援学校の先生との話し合いのタイミングでの講座で、身につまされる内容もあり思わずグ

ッとくることが何度もありました。自分だけが辛いとか大変とか思った時もありましたが、たくさんの

人が悩み、耐えて、続けていっていることが分かり、心が落ち着きました。何でも「おもしろがってや

ろう！」と思えました。参加中に他の学校の支援級の先生とお話ができる機会がありました。学校の先

生も分かろうとしてくれていることを知って、とてもうれしくて感謝の気持ちでいっぱいです。子ども

の為に、自分の為に、「やるぞ」と言う気持ちがまた出てきました。来年度もあればまた参加したいです。 

 

 

保護者（小 1） 

1.  「料理」「買い物」橋本美恵の講義の感想やご意見などをお書きください。 

料理は本当に本物のおままごとだと思います。休日しか取り組むことができないのですが、前回はこ

うだったのに、こんな感じで「できてるやん」と感じることがあります。高橋先生が言われていたよう

に、うちの子も煮る時に休憩と言ってリビングに行ってしまうことがあります。最初から最後まで責任

を持って料理してもらえるように根気強く続けていきたいと思います。 

 

2.  保護者の経験談 内海氏についてご感想やご意見などをお書きください。 

「無駄なことは無かったと実感している」とおっしゃったことが、今の息子さんの現在があるのだな

と思いました。人に好かれなければ教えてもらえない、役立つ子にしなければ子どもの心は満たされな

いと思い、つらい幼児期、児童期を乗り越えて来られたんだろうなと感じました。今、自分の息子は幼

児期よりはちょっと楽になっています。けれどもこれからまた色々あるだろうなと思うので、内海さん

のお話を思い出して頑張っていこうと思います。 

 

3.  「ともに歩む」俣野勇士郎先生の講義へのご感想やご意見をお書きください。 

一人の児童の一年間の取り組みを話して頂き勉強になりました。 

 

4.  演習「買い物を楽しむ」高橋知恵子先生の実演・演習はいかがでしたか 

お釣りが分かるようにタイルを使って操作して学んでいくというやり方、息子にもやってみたいなと

思いました。買い物が楽しいと思ってもらえるように、楽しく家での学習をしていきたいと思います。 

 

5.  3日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

1 日目は石村さんのお父さんの話から始まり、保護者の方の実践の体験談は本当に励まされた 3 日間

でした。この講座は本当に色んな人に聞いてもらいたいなと感じています。 



 

保護者（小２） 

1.  「料理」「買い物」橋本美恵の講義の感想やご意見などをお書きください。 

子どもは料理は大好きです。任せられることが嬉しく、喜ばれることに嬉しさを感じているようです。

盛り付け、配膳まで進んで行けそうなのでお願いしようと思います。 

 

2.  保護者の経験談 内海氏についてご感想やご意見などをお書きください。 

子どもが出来ない時に「あ～分からないんだな」と思って怒らずやっていく凄い忍耐力だと思います。

でも子どもの姿が変わる。今の私にはとても響きました。私＝母が変わろうと思います。問題行動あり

ありの息子ですが、私が問題のある関わりをしていること、理解しました。ありがとうございます。 

 

3.  「ともに歩む」俣野勇士郎先生の講義へのご感想やご意見をお書きください。 

先生の講義はいつも子どもの思いを読み取り、ここが分からないのか・・何とか分かるようにしてあ

げたいという温かいお気持ちに尊敬します。先生たちもがんばっています・・のお話では本当にそうだ

と思います。いつも苦労されているけれど行動が整わない。親（私）も家庭で協力できることをしてい

きたいです。 

 

4.  演習「買い物を楽しむ」高橋知恵子先生の実演・演習はいかがでしたか 

￥1,000 の演習はすごいです。見える化で私も分かりやすかったです。この手立て（教え方）がある

ということはとてもありがたいです。 

 

 

保護者（小２） 

１，「料理」「買い物」橋本美恵の講義のご感想やご意見などをお書き下さい 

 今回も料理は社会性を育てる上で何通りもの学びがあると見直し、自分は怠けている！と現実を突き

つけられました。“お父さん、喜んでくれるかな”と心が育ってきた子ども、それなのに私の事情で作る

ものは、ルーティン化して子どもと料理を楽しめていない。料理と社会性のつながりは子どもの成長に

は実感がわきにくいものですが、まずは毎日食べている大好きな味噌汁を楽しみながら作りたいと思い

ます。「口頭指示よりレシピ通り」の質問に答えていただき、ありがとうございます。手間なので口頭

指示をしていたが、レシピに従うとはこんなにも社会性を育めるんですね。箇条書きにしていただき、

子どもの様子が浮かぶほど理解しやすかったです。 

 

２，保護者の経験談 内海氏 についてご感想やご意見などをお書き下さい 

 短くまとめられた日々の出来事は一ミリほどの話でそれよりももっと大変な思いをされてきたのだ

と思います。子どもを思う親だからこそできる忍耐のある日々の関わり。今、息子さんが必要とされる

人になれたのは子どものことを思い、必死に関わってきた証。そうなんです。今あきらめず関わってい

ると将来子どもの困りごとは減るのです！！環境、状況にばかり不安にならず、まずは今の関わりを大

事にしたいと思います。未来のお金の話は具体的な名称を教えていただき、考えるスタートとして良い

機会でした。 

 

３，「ともに歩む」俣野勇士郎先生講義へのご感想やご意見をお書き下さい 



 俣野先生は常に問題行動には苦しい理由があると考えておられることに毎回感心させられます。粘り

強く関わり、その結果、子どもは成長する。正しい関わり方をすれば成長しない子どもはいない。俣野

先生の考えをもつ先生がもっと増えれば子どもの困りごとは減り、生きやすくなると思います。心配な

時は口うるさく言わず、“端的に箇条書き”。俣野先生からの沢山の学び、気づきをいただきましたが、

今の私にはこの言葉が一番響きました。この言葉を胸に二学期は笑顔で子どもを送り出したいと思いま

す。 

 

４，演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習 はいかがでしたか 

 高橋先生のお話が大好きです。先生のお話には子どもへの関わり方への気づき、ヒントが沢山ありま

す。感情が先走りし過ぎて目の前の基本をとばし、忘れてしまっていることが多いので、目の前の気づ

きを教えていただけることが本当にありがたかったです。タイルを使ってのお金の計算では、両面のタ

イルの使い方は無駄な説明はせず、一目見て理解できるように作られている、もしこれを理解できない

なら～と違うパターンも一緒に教えていただき、分かりやすかったです。まさに今硬貨を教える学びを

進めているので、タイルの使い方はとても勉強になりました。 

 

５，3 日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

 多様な内容にとても満足しました。幅広い職種の方が受けられているので、どの立場の方でも勉強に

なる内容だったと思います。ありがとうございました。今後、このような講座を続けてほしいです。 

先生方の話の中からこんなにも目の前にあった気づきを教わり、気持ちが軽くなります。そして、今

後試すぞ！という気持ちにもなります。自分をふり返る機会をいただける良い時間です。 

 

 

保護者（小 2） 

１，「料理」「買い物」橋本美恵の講義のご感想やご意見などをお書き下さい 

「料理」：料理を通して子の心を育てる、社会性を育てる点にとても共感しました。学校では、学校で

育てた野菜を使い、みそ汁やピザを先生に作っています。本人も楽しそうに取り組んでいるようです。

自宅では、安全上の理由で、調理器具に触る機会を取れていなかったと思います。ご紹介いただきまし

た、ゆで卵の殻むきやホットプレートを用いた料理から一緒に取り組みたいと思います。 

「買い物」：買い物の時にお金を投げて渡すことが多く、「そっと」置くという指示の方法については、

目からうろこの情報でした。資料の課題と段階的指示については、購入したいものを決めて自分でも考

えたいと思います。 

 

２，保護者の経験談 内海氏 についてご感想やご意見などをお書き下さい 

 「言葉のない重度のお子さんこそが手を磨く」というお話は、実際に体験された方だからこその貴重

な言葉だと感じました。雇用側の立場を考えれば、言葉を発することができない、コミュニケーション

ができない＝就労を見送るという判断は、妥当と思います。しかしながら、手を磨く（手に職をつける・

技術を磨く）こと、磨き続けることが生きる道の一つであることになることについて、これまで子育て

をしてきて、具体的な実体験を聞く機会はありませんでした。ほんの少しですが、将来の見通しが明る

くなりました。 

最後に内海さんが話されていた「人としてどう生きるのか」ということ言葉については、自分自身の

人生をどのように送るのですか？ という問いを改めて与えられたと思いました。どうしても子供の対

応や相手に目が行きがちですが、自身の今後送りたい人生については、目を逸らしていたように思いま



す。改めて考える機会を与えられたと思いますので、時間をかけて考えたいと思います。 

 

３，「ともに歩む」俣野勇士郎先生講義へのご感想やご意見をお書き下さい 

説明の中で使用された「伴走者」という単語は、子育てする際に大事にしたいキーワードと改めて思

います。今回ご紹介いただきました 3名の子供たちの事例とも、先生の子供に対する接し方はもちろん

のこと、先生と保護者がある目標に向かって、同じ方向に「伴走」したから、子供たちはより成長した

のではと考えます。キャッシュレスに関するご質問に対し、詳細にご教示いただき、ありがとうござい

ました。ハードルは高いですが、ゆっくり段階を踏んで、取り組みたいと思います。 

 

４，演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習 はいかがでしたか 

 教材の中で 1000 までのタイルならべを体験することでき、大変参考になりました。演習の時間につ

いては、もう少し多く取り入れていただけるとありがたいです。 

 

５，3 日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

 橋本先生、俣野先生、高橋先生、体験談をお話いただきました保護者の皆様、今回の講座で多くのこ

とをご教示いただきありがとうございました。大変貴重な時間を送ることができました。今回の講座を

通し、子供に「損をさせる経験」、親としての覚悟、子は親が考えている以上に内面は成長している点な

ど、多くの気づきをいただきました。また、教材に直接触れる機会をいただけたことで、教材の質感や

大きさなど、テキストでは見えない部分について理解を深めることができました。 

希望として、もし可能でしたら、今回のフォロー講座ではないですが、引き続き講座を開催いただけ

ると大変ありがたく思います。その際、教材を使用したときに生じる疑問点などを解消できる場がある

と嬉しく思います。 

3 日目のように、参加者の方と交流ができる場があるとありがたく思いました。立場は違えども、子

供たち生きる力を育てたい、心を育てたいという気持ちは共通していると思いました。 

 

 

保護者（小 2） 

１，「料理」「買い物」橋本美恵の講義の感想やご意見などをお書きください。 

料理は「生きるために食べる」という生命維持に欠かせない行為です。これまで、母親の専売特許の

ように思われがちで、水・火・刃物を扱うことから、子どもにとってはハードルの高い活動でした。 

私も、子どもが幼稚園の頃は料理よりもパンやクッキーなどのお菓子作りを一緒にしていました。型抜

きや形成など、失敗しにくく子どもができる工程だけを任せていました。他の作業は危険で邪魔になる

と感じ、テレビを見せていた記憶もあります。 

料理は単なる食事の準備ではなく、計画性・創造性・手の巧緻性・体力・集中力・記憶力など、多く

の力を育みます。五感をフルに使って動作することで、脳も活性化されると感じます。材料の準備（買

い物も含む）、管理、献立に合わせた段取り、洗う・量る・切るなどの工程を時間の流れに沿って行うこ

とで、順序性・予測・見通しといった生活全般に通じる力が育ちます。 

レシピを読むことには、文章理解・数や量の概念・計算（足し算・かけ算）などの要素が含まれ、火

や氷の扱いなども感覚的に学べる生活場面での応用編です。学んだことが実体験として身につく――ま

さに河島教材で学んだ基礎学習を日常生活に落とし込む最適な方法が「料理」だと実感しました。 

この夏休み、我が家ではたこ焼きとパンを作りました。レシピは事前に準備し、秤はアナログが良い

と聞いていたことを思い出し、倉庫にしまっていた目盛り付きの秤を取り出して使いました。重さが目



に見えることで、「足す・取る」の判断がしやすく、デジタル秤との違いも体験できました。パンの生地

を切り分ける際には、重さが見えないことで難しさもありましたが、それも経験です。 

自閉症児にとって難しいとされる「相手の立場に立つ」「思いやる」ことが、料理を通して自然に育ま

れる――その可能性を支えるのは、母との関係性であり、母が手を取り教え導くことが基本であると学

びました。 

先生方の講義には、机上の理論ではなく、実体験に基づいた事例が豊富に紹介され、私たちにも「身

近で実現可能な希望」を感じさせてくれる内容でした。心より感謝申し上げます。 

 

2、保護者の経験談 内海氏についてご感想やご意見などをお書きください。 

幼児期・学齢期の頃は、その日その日を無事に過ごすことで精一杯で、将来の姿を想像することなど

到底できなかった——そう語られた保護者の方の言葉に、深く共感しました。これは多くの親御さんに

共通する思いではないでしょうか。 

子どもが幼い頃には、遠い将来を描くことは実感が伴わず、難しいものです。そんな中で、今回お話

しくださった保護者の方は、運が良かったのかもしれません。頼れる支援者や、自閉症児の子育てを経

験された先輩との出会いが、その後の子育ての方向性を定める大きなきっかけになったように感じまし

た。 

先輩から学ばれた「将来笑って生活するために」という目標—— 

・指示に従えるようにする 

・親離れを促す 

・手を使えるようにして仕事につなげる 

・人に好かれる子に育て、人から教えてもらえるようにする 

・社会の中で役立つ人になる 

これらの目標を胸に、日々の子育てに取り組まれてきた姿に、深い敬意を抱きました。 

母と子の絆を築きながら、最初は手取り足取りで教えていく——その気の長い導きの先にあるのは、

お母さんの笑顔なのだと思います。高橋先生が「以前は眉間に縦しわがあったのに、今はなくなってと

ても美しい」と言われたことが、すべてを物語っているように感じました。 

 

3、「ともに歩む」俣野勇士郎先生の講義へのご感想やご意見をお書きください。 

今回の講義は、まさに私が見てきた子どもたちの未来そのものでした。「なぜこのような行動になる

のか」「この行動で何を伝えたいのか」「どうすれば学校や社会に適応できるのか」と真剣に向き合い、

仮説を立て、日々コツコツと積み上げてこられた先生の記録は、非常に学び深いものでした。 

特に、俣野先生が気持ちに寄り添いながら、ご自身の態度を俯瞰し、客観的に対応されていた姿勢は

とても参考になりました。おそらく、最初は対応に迷いもあったかと思いますが、時間の経過とともに、

言葉や態度ではなく「気持ち」で分かり合える関係が築かれていったのではないでしょうか。 

生徒との関わりは 1～2 年と短期間ですが、その密度は濃く、人生の一時期を担う責任の重さを感じ

られていたことでしょう。河島先生や高橋先生から学ばれたことを教育の場で実践され、成果をしっか

りと出されたことに深く感動しました。 

最後に記されていた「根拠のある目標と、それをやり遂げる伴走者が必要。そして伴走者には知識と

時間が必要」という言葉には、大きく納得しました。私にとっては、この「時間」は「心のゆとり」と

も解釈できました。 

何度も読み返し、今後の支援に活かしていきたいと思います。誠にありがとうございました。 

 



4、演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習はいかがでしたか 

高橋先生による「買い物を楽しむ」実演と演習では、教材を実際に手に取りながら、買い物の学習を

体験する貴重な時間となりました。 

自分で判断して買い物を楽しむこと、お金の価値に気づくこと、欲しい物を自分で選んで買える喜び

を知ること。これらは、将来の生活の基盤となる「働いて賃金を得て生活する」ことへの第一歩だと改

めて感じました。最近では、現金を使わずにクレジットカードや電子決済（ペイペイなど）で買い物を

する人が増えています。支援学校の先生の中には「計算ができなくてもアプリで決済できれば問題ない」

とおっしゃる方もいるそうです。しかし、現金を使わなくても「自分が使えるお金の全体の額を把握し、

その中で買い物をする」という原則は必要だと思います。 

現金での買い物では、手持ちのお金と商品の値段を比べて、買える物の数や金種の選び方を考える力

が求められます。やはり、実体験を通して学ぶことが大切だと実感しました。 

数量の学習を基礎に、お金の学習を対応させていくこと。1000 までの数を教えることの必要性も、今回

の講座で改めて理解しました。 

 

5，3日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

講座の受講が初めての方も私の様に 2回目の人もそれぞれ学びの多い講座でした。 

私の場合は昨年聴いていた事柄があったと思いますが、全てが初めて聴いたように新鮮で心に響きまし

た。それを元にして実践して行こうと思います。何回もアップデートをしてゆくことが大切だと思いま

した。またの講座を楽しみにしています。 

 

 

保護者（小 3） 

１，「料理」「買い物」橋本美恵の講義のご感想やご意見などをお書き下さい 

料理の大事さ、実践方法、参考になる本など具体的に教えてくださって、本当に良いお話でした。 

障害のある子どもの育ちに、料理がこれほど必要だとは知りませんでした。橋本先生のお話を伺って、

料理を子どもに教える重要性がよくわかりました。相手の立場を考える、先を見据えて行動する、自分

の行動に責任を持つなどの教えるのが難しそうなことも、料理を通じて子どもに教えることができるこ

とにも驚きました。また、教える方法や参考になる本なども多数紹介してくださり、お話がとても具体

的でした。長年にわたり実践を重ねてきたノウハウを惜しみなく提供してくださったことに感謝します。 

 

２，保護者の経験談 内海氏 についてご感想やご意見などをお書き下さい 

保護者の方がとても幸せそうに話されているのが印象的でした。お子さんが成人して自由に幸せに生

きているからだと感じました。また、正しく努力することの大切さを感じました。正しい努力をコツコ

ツ続けていくことの積み重ねが親子の幸せにつながるのだと思いました。 

 

３，「ともに歩む」俣野勇士郎先生講義へのご感想やご意見をお書き下さい 

障害をもった子どもであっても学んでいけるし、学びに限界はないということを実例で示してくださ

っていました。大人が子どもの表面だけをみて決めつけないで、よく観察して子どもの内面をみること

を日々実践されていて、大きな学びになりました。私も子どもの内面をみて、子どもの気持ちに沿って

一緒に歩んでいけるような親でありたいと思いました。 

 

４，演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習 はいかがでしたか 

買い物を楽しむには商品の値段を計算したり、お金を払ったりしなければならず、算数の基礎知識が

必要ですが、高橋先生の演習ではどんな子どもでも計算ができるように導く方法を示されていました。

算数の概念を子どもが理解できるように工夫された教材は本当に驚きです。教材の使い方も丁寧に説明

してくださっていました。 



  

５，3 日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

子どもをよく観察して、なぜそうするのか？子どもが分かるにはどのように親が工夫して教えればよ

いのか？ということを教えてくれた講座でした。先生方が教えてくださる工夫の仕方がとても具体的で

した。家で親が教えやすいように考えられた方法だったので、講座後にすぐに実践できました。この講

座に参加できたことを幸運に思っています。 

 

保護者（小４） 

１，「料理」「買い物」橋本美恵の講義のご感想やご意見などをお書き下さい 

「人に合わせる力をつける」「損をする体験や経験」はこの講座を通じてとても大切なことと感じま

した。また「人のために働く喜びを知る」ということは働くことの第一歩だと感じました。このように

料理や買い物を通して学べることがたくさんあり、社会性につながるポイントがたくさんあると気づき

ました。 

 

２，保護者の経験談 内海氏 についてご感想やご意見などをお書き下さい 

 学校の先生が何もしてくれないと言いたい気持ちやそのように思ったこともありましたが、河島先生

の「誰の子ども」という言葉にハッとしました。親がやらないと何も変わらないですね！ 

 

３，「ともに歩む」俣野勇士郎先生講義へのご感想やご意見をお書き下さい 

 意思表示に絵カードや本人が理解できるシンボル等には限界を感じていました。本人の意思全てをカ

ードにしようとしたら膨大な量になることや、もし災害が起こればそのカードはずっと使えると思って

いました。誰にでも伝わる方法や自分の気持ちを伝える方法は文字だと思いました。 

 

４，演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習 はいかがでしたか 

 タイルを使った指導はとても分かりやすいと思います。間違っていたらそっと戻し、黒子で伝える等

を学び、自分が息子に言葉で余計な言葉かけをしていると反省しました。また「譲らないけれども叱ら

ない」を守れているかな、を再確認できる良い機会になりました。 

 

５，3 日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

 貴重な研修に参加させていただき、ありがとうございました。自身でできていなかったことへの気づ

きやなぜこうするか等納得する話ばかりでした。トモニの支援が広がり、一人でも多く生きづらさを抱

えている人が生きる力をつけ、社会生活を送れるようになってほしいです。そのためにもこの研修の参

加者が「動き出す」ことが大事ですね！ 

 

 

保護者（小４） 

1.  「料理」「買い物」橋本美恵の講義の感想やご意見などをお書きください。 

準備する事（振る舞いや、服装）により心の準備ができ、今から僕が料理をするんだという気持ちを

作っていく目的があり、重要なポイントだと気付かされました。また指示は書き言葉が有効で、できる

だけ短文での方が良いとの事で参考になりました。 

 

2.  保護者の経験談 内海氏についてご感想やご意見などをお書きください。 

内海さんは講義中、ニコニコしていて優しく話していましたので、良い親子関係を築いてこられたの



かなと思いました。また子どもの立場になって考える事や、思春期の親と子の距離間のお話し等、とて

も参考になりました。 

 

3.  「ともに歩む」俣野勇士郎先生の講義へのご感想やご意見をお書きください。 

俣野先生の指導のお話は、その子の特性を理解した上でその子の目線で考え、どの様に改善していく

のかというプロセスが興味深く、学校教育のあり方等、色々と自問自答されているのが伺えました。こ

れからも頑張っていただきたく存じます。 

 

4.  演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習はいかがでしたか 

金種と個数のマトリックス表の活用で、うちの子供も今では自分の財布を所持してお小遣いの中で買

い物ができるようになりました。 

 

5.  3日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

まずは、3 日間の講座に参加させて頂き、ありがとうございました。とても素晴らしい内容で良かっ

たのですが、私の中ではやはり保護者の経験談には毎回印象深いエピソードがあり、我が家とも共感す

る部分もありいつも聞き入ってしまっています。 

 

 

保護者（小４） 

１．「料理」「買い物」橋本美恵の講義のご感想やご意見などをお書き下さい 

 料理の大切さ、お金の大切さを改めて感じました。家族の役になっている、感謝されることの喜び認

められる経験をさせたいと改めて感じました。 

 息子にとって、レシピを見て料理をすることは、自分流ではなく指示通りにすること、規範やルール

を守ること、まさに身につけたいことが盛りだくさんです。これからも息子と料理をしていこうと思い

ます。 

 「ちゃんとしなさい」「ちがう」「しっかり見て！」とつい言ってしまうことがあります。ある人の話

で「どうしたらいいのかを教えてほしかった」と言うお話に胸が痛くなりました。“やり方、振る舞い方

を教える”そのことを意識することで、余計な発言が防げると思いました。そして、指示をしたら「あり

がとう」と認めることも大切にしていこうと思います。 

 橋本先生のお話を聞くと、息子が、“妹と◯こずつお菓子を分けられるようになった”“食わず嫌いが多

かったが色んなものを食べられるようになった”“慎重に牛乳をコップに入れられるようになった”と療

育をしてきたことで、あんなことやこんなこともできるようになっていると改めて息子の成長を感じる

ことができます。前向きな気持ちになり、また頑張ろうと思います。ありがとうございました。 

 

２．保護者の経験談 内海氏 についてご感想やご意見などをお書き下さい 

 綺麗事だけでなく、現実のことも伝えていただき、とても胸に響きました。私が育てる！と強い気持

ちで育てて来られたことにとても感銘を受けました。 

 今現在、子供の療育している身としては、内海さんがやってこられた家庭療育は、並大抵の努力では

なかったのだろうと思います。私は、何度も挫けそうになり、感情的になってしまったと自己嫌悪にな

ったり、これでいいのかと自信がなくなったり、その繰り返しの日々です。その中で、このような先輩

の保護者の方の話を聞くことは、励みになり、また頑張ろうと思います。今の内海さんの生き生きとし

た姿、息子さんの充実した日々を聞き、とても勇気をもらいました。 



 

３．「ともに歩む」俣野勇士郎先生講義へのご感想やご意見をお書き下さい 

 諦めずに支援すること、とても感動しました。生徒一人一人に対して、なぜそのような行動がでるの

か、しっかり観察して見ておられることすごいと思います。“伝わる、要求が叶う”ことで気持ちを落ち

着けることができる、そこに目的を持って指導することで子供が変わっていくと改めて感じました。 

 こちらが心配なことや焦るほど、やいやい口での指示が多くなること、あるある！と共感しました。

書いて簡潔に伝えること、こちらも準備が必要であること、私も気をつけたいと思います。 

 今息子は 4年生で特別支援学級に所属しています。3年生までは学校で問題行動が多発していました。

4 年生になり、かなり行動が落ち着きました。それは、担任の先生に自分の言葉で要求を伝えられるよ

うになったことがかなり大きいと思います。3 年生で問題行動が多発したにも関わらず、先生は諦めず

に指導してくださり、息子のことを理解し、適切な指示をしてくださっています。家庭での話もよく聞

いてくださります。息子が楽しそうに学校に行っている姿を見るととても嬉しく思います。先生には本

当に感謝しています。俣野先生の生徒さんの保護者の方々も同じ気持ちだと思います。きっと励みにも

なっていると思います。 

 俣野先生のお話、参考になると同時にとても楽しく聞かせてもらっていました。またお話が聞ける機

会があれば、ぜひ参加したいと思っています。ありがとうございました。 

 

４．演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習 はいかがでしたか 

 買いたい物が持っている金額を超えてしまい、どうしていいかわからず、パニックになってしまった

お話、息子もいざそんな場面に遭遇したらパニックになるんだろうと想像ができました。だからこそ、

教育が必要であると強く思います。1000 円ができるようになれば、5000 円、10000 円でもやっていく。

一つ一つ丁寧に教えていくことの大切さも改めて感じました。 

 高橋先生の話で、発達年齢は低くても、心は育っていると言うお話があり、今 10歳の息子も“内面は

10 歳であること”に気付かされてハッとしました。幼い子に接するようにではなく、その年齢に応じた

接し方に気をつけないといけないと思いました。また、“生半可な認知による自己主張を正していく”ま

さに息子に必要なことです。わがままは通らない、損をさせる経験をし、正しいふるまいを身につけて

いってほしいです。また、内言語を育てていくことの大切さを学びました。いつか息子が心の中の気持

ちを書いて伝えてくれる日が来ると信じて、前向きな気持ちになりました。 

 高橋先生のお話は、力強く毎回引き込まれます。お話を聞いた後は、頑張ろうと励みになり、背中を

押してもらった気持ちで帰っています。またお話を聞ける機会があれば、ぜひ参加したいです。ありが

とうございました。 

 

５．3 日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

 講師の先生方の療育に対する思いが伝わり、あっという間の 3 回でした。このような機会に恵まれて

とても感謝しています。希望が待てて、前向きな気分になることができました。そして、保護者以外に、

園や学校関係の方、療育施設の方も来られていて、たくさんの方々か発達障害のある子供達のために支

援されているんだなと思い、発達障害児をもつ親として心強く励まされました。 

 また今後もこのような機会があれば参加したいです。保護者の方とまた来年と言って別れました。 

 

 

保護者（小 6） 

１， 「料理」「買い物」の講義についての感想・意見 



今回もお世話になりありがとうございました。参考図書や先生の弟さんのエピソード、事例の中でも

失敗談など、とても参考になりました。我が家でも料理は月 4～5 回のペースで絶賛特訓中、最初は小

学校入学前頃に「おにぎりをつくる」をラミネート加工し、お米を洗う時に目の前に置いてページをめ

くりながらやったところから、現在はカレーライス、とんかつ、から揚げ、天ぷら、ピーマンの肉詰め、

焼きそば、グラタン、ホットケーキ、スイートポテトなどレパートリーも増え、休日の朝食は目玉焼き、

ウインナー、ココア、はちみつがけ食パンなど、私が起きるころには自分でイングリッシュブレックフ

ァースト並みの豪華な朝食を作り、ほくほくした表情で食べています。手書きで書いていた上記レパー

トリーのレシピを最近では PC で打ち直していて、案外こちらもスムーズにでき、続けていけばオリジ

ナルのレシピ集ができそうです。 

今回高橋先生の「カレーを煮てる間どっかへ行ってしまったら火を止める！」「お米を洗う時に流し

てしまったら全部拾う！」という責任感を持たせるお話を聞いて、まさしく揚げ物で揚げている間、カ

レーを煮ている間、もう終わったとばかりに遊んでしまう息子を思い出し、すぐに実践してみようと思

いました。 

橋本先生の「思春期、小学校高学年以降は『ほめられる』ではなく『認められる機会を持つ』」という

お話は、まさに料理を通して息子が得ていっているなと思い、うれしくなりました。今後もその部分は

意識していきたいです。 

今後は材料の買い物、後片付けも合わせてできるようにしていく予定です。 

買い物については、お金の学習をまさに進めていて、金尺で「買える・買えない」の理解、おつり計算

もできていますが、実践やレシートを見て収支の確認、お金の管理などまではできておらず、お金カレ

ンダーの使用も試してみようと思いました。 

 

２， 保護者の経験談についての感想・意見 

内海さんのお話を聞いて、内海さんご自身が「渡部さんのように・・」と思われたように、私は「内

海さんのように笑って生活がしたい！」と目標になりました。実際のところ家庭で息子と家庭学習など

で向き合うのも、「年老いてから子どもの世話はできない、老後自分がラクするため」というモチベーシ

ョンに突き動かされている部分も大きく、そのことに罪悪感のようなものを感じるときもありましたが、

今は堂々と(笑)自分の老後のためにがんばっています。内海さんのお話を聞くと、やはりスモールステ

ップを重ねているところ、煮詰まって視野が狭くなったり感情的になってしまうことに共感したり、再

確認したりでした。実は息子がもうすぐ思春期を迎えることに戦々恐々としていましたが、今回のお話

を参考にさせていただき、もっとドーンと構えようという気持ちになりました。 

中学校で自転車通学になるのも内海さんと同じで、とにかく乗り回すことが大好きですが療育の先生

曰く交通ルールを知らない「無免許運転」状態なので、通学路から練習しています。さらに、サイクリ

ングロードの趣味は私も親子でやってみたいことだったのでとてもうらやましいです。自転車について

は、やりたいと思う気持ちは大きく焦るばかりなのですが、どうしても「細い歩道で自転車走行中倒れ

たら、助ける間もなく私の目の前で車に轢かれる」と思ってためらってしまっています・・。 

親の金銭管理や親なきあとについては大変勉強になりました。全く知らない制度、名称も出てきてい

たので、今までの療育同様、早く準備してしっかり勉強しておかないとなと思いました。関連書籍が出

ていることや市役所でチラシなども見たりしたことがありましたが、今のところ就労に向けて・・など

に気が向いてしまっていて、正直全く調べたり勉強したことがなかったので、少しずつ本を読んだり先

輩ママさんに聞いたりしてみようと思います。 

 

3.「ともに歩む」俣野勇士郎先生の講義への感想・意見 



今回も先生の根気とマメな記録、考察を目の当たりにできました。自分は間違った捉え方をしていな

いか、原因を子どもにしてしまっていないか、と常に客観的に深く観察し、謙虚なところ、ひとつの出

来事に対する多面的な見方で分析されていて、子どもたちの可能性を信じているところが、保護者の立

場としてはありがたく、俣野先生のような教員が全国に増えてくれたら・・と思わずにいられません。 

実践内容の報告にも慣れていらっしゃるのか、内容もまとまっていて、話も聞きやすく、資料も見やす

いです。橋本先生の講義にも共通するところですが、失敗談や率直な先生の当時の思いを話してくださ

るのも、とてもうれしく毎回楽しみでしたし、保護者としては困難な生徒やトラブル等も「そう来たか」

と楽しんで向き合ってくださる姿勢がありがたいなと思っていました。 

 

4.「買い物を楽しむ」演習についての感想・意見 

家庭ではタイルの切り込み(1000=900+90+10)を私がやっていたので(時間短縮のため・・等ではなく

無意識に)、今後は子どもにやらせようと思いました。あとは、買い物の実践で単品からの購入、おつり

の計算、レシートと購入商品の一致確認作業までやっていなかったので、早速やってみようと思います。 

位を読み理解することが、息子もあやふやで完全に理解しているとは思えないので、そのあたりの私

の観察力や見極めが難しく、引き続きおつりの計算や筆算で練習していきたいです。例えば今回タイル

２つ、特に連続した量を２と捉えられない、もしくは 60 のタイルが２０になる子どもがいるというの

は、もう「これ以上どうすれば・・」というような絶望的に思えるほどの衝撃と、教材を使ったりして

「やった気でいる私自身」への戒めのようなお話でした。 

金尺を使って「買える、買えない」の指導で、私は商品テープに色画用紙を使用していましたが、今

回のように工作用紙の切れ端を利用すれば、色画用紙のように金尺に当ててメモリを読まなくても、既

に工作用紙のメモリが入っているので、サッと商品テープが作れるうえ、その色分けは蛍光ペンでスッ

と書かれている実物を見て、シンプルかつ明確な教材のアイデアをみせていただき、家でも取り入れよ

うと思いました。 

トラブルの例、コンビニへの呼び出しのエピソードも・・本当にいろいろあるけれども、とにかくひ

とつひとつ一歩一歩乗り越えて、親子で地域で学んでいくんだなとしみじみと感じました。 

 

５，３日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けての希望 

全３日間お世話になりありがとうございました。石村さん親子、高橋先生にもお会いできるなど、本

当に盛りだくさんで充実した内容でした。私は橋本先生ご自身のエピソード、保護者の方の体験談、俣

野先生の実践報告はとても楽しみで、今後の講座の中にも毎回必ず含めていただきたい、欠かせないプ

ログラムだと思います。 

「きょうだい児」を今後このような連続講座の中で取り入れていただくか、もしくは別に講演などで

テーマとして扱っていただきたいなと個人的には希望しています。 

 きょうだい児として育った方の、「自分から見た当時の親の様子」「思春期のころの思い」「自分の結婚

や出産に対しての不安」「きょうだいへの思いの変遷(小、中、高・・)」「当時者家族へのアドバイス」

「きょうだい児として子どもの頃、親や友人、周囲からしてほしかったこと(してほしくなかったこと)」

「今担っていること、将来への不安」「子どもの頃きょうだい児として困ったこと」「現在の親の気持ち

(もし聞いていたら)」「兄姉弟妹といった性別や年上年下など立場の違いで、きょうだい児としての感じ

方は異なるのかどうか？」など聞いてみたいことはたくさんあります。 

ほかには「習い事」についてみなさんどうされているのかなと思っていますので、これも聞いてみた

いテーマです。 

ご準備等また講座を開催されることは大変だと思いますが、保護者の立場としてはやはり継続してい



ってほしいと望んでいます。困っていらっしゃるたくさんのお母さんが、先生方のこのような講座をき

っかけに救われたらなと常々思っています。 

子どもを預けたりする家庭の段取りや、単純に距離的な問題でタイミングや時期を見計らってとなり、

なかなか簡単には参加は難しいですが、私自身はこのような講座を受講したり、先生方や関係者の方と

繋がりを持てたり、参加者の方々と仲良くなれたりすることはとても好きなので、また是非いずれかの

機会で先生方にもお会いできると思います。 

 

 

保護者（中１） 

１，「料理」「買い物」橋本美恵の講義のご感想やご意見などをお書き下さい 

 私は料理が苦手で、なかなかこの課題に手を付けられませんでした。橋本先生が私のような保護者が

取り組めるようにするには、どのように促すかをお話されていました。様々な手立てを考えて下さって

いた事を心から有難く思いました。お料理では時間、長さや量(ｃｍ・ｇ)、割り算、等分、分数、特に

私は食材の分量で比の学習をしました。文章問題で〇割引、が難しかったのですが、買い物をしてシー

ルが張られた商品とレシートを見ながら〇割引の計算をして、割引とは･･･の話をしました。かなり理

解が深まったと思います。計算とレシートの金額が合った時は本当に嬉しそうでした。実体験を伴った

学習は、子供にとってその意味が理解しやすくて、お料理や買い物はまさに生きた学習だと思いました。 

現在は、金曜日は息子に１品作ってもらっています。大体シチューです。下の子も感化されて『今日は

僕が作って良い？』と言ってくれます。そんな時は長男が自信満々で『あく取りは俺に任せとけ』等と

言っています。頼もしく見えます。作ってもらった時は“いただきます”の時に皆で長男に『ありがとう』

と言うと思春期の長男がとても嬉しそうに笑ってくれます。とても温かい気持ちになります。レパート

リーは少ないですが、ご紹介下さったオレンジページや小学生のお料理ブック等でお料理男子になって

もらいたいと思いました。 

 

２，保護者の経験談 内海氏 についてご感想やご意見などをお書き下さい 

  内海さんが息子さんと正面から向き合って丁寧に育てて来られた事を感じながらお聞きしました。

『暴君』という言葉が印象に残りました。幼少期は他の生徒たちと行動を一緒に取れるように大人の指

示に従う事が出来るように教えていました。息子は日常生活や勉強の中でもうまくいかないとイライラ

して暴言を吐いて自分をけなして怒っています。親が変われば子も変わる、という事を仰っていました。

子は親の鏡と言います。とても恥ずかしくなりました。内海さんの貴重な経験談を夫婦で共有して、ま

ず、私たち親が変わりたいと思います。息子に私たち親が育ててもらっているようです。息子に向き合

って私達が成長していきたいです。貴重なお話をして下さって本当にありがとうございました。 

 

３，「ともに歩む」俣野勇士郎先生講義へのご感想やご意見をお書き下さい 

 いつも俣野先生のお話を楽しみにしています。あの手この手で生徒さんに向き合われ、成長した彼の

事を嬉しそうに話しておられる先生の表情に幸せをいただきました。ありがとうございました。 

  

４，演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習 はいかがでしたか 

  あらゆる事に対応できる河島先生の教材に出会えた事を有難く思っています。今まで数字でやり方だ

けを教えるのではなく息子には常に理屈を伝えるようにしてきました。その事が基盤になって中１の現

在も学ぶことが出来ていると確信しています。息子は見る力が比較的強いので、一目瞭然の教材が私た

ち親子を助けてきてくれました。買い物の楽しさを知り、お金の大切さを学び、働く喜びを知ってもら



いたいと思います。高橋先生の解説がとても勉強になりました。 

 

５，3 日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

  先生方や経験談を話して下さった保護者の方のお話を聞いて、自分の詰めの甘さを感じました。やっ

てきたつもりの自分が恥ずかしくなる３日間でした。私に足りない事は生きた学習と楽しみながら向き

合う事だと思いました。息子が自ら私たちの元から巣立っていけるようにしたいと思っています。将来、

夫婦で笑って生活がしたいです。その為に何をするべきか目標を持って取り組んでいきたいと思いまし

た。素晴らしい学びの時間をいただきありがとうございました。 

 

 

 

保育士（ 0 歳児 ） 

1. 「料理」「買い物」橋本美恵の講義の感想やご意見などをお書きください。 

料理をすることでたくさんの事を学べると知りました。大人ができないだろうと決めつけずに、何事

にも手添えから始めて丁寧に伝えると、次第に子ども一人でできるようになることも知ったので、子ど

もと一緒に何事にも挑戦していこうと思いましした。 

 

2. 保護者の経験談 内海氏についてご感想やご意見などをお書きください。 

内海さんがお子さんのことを理解し、丁寧に関わってこられたことがとても伝わってきました。乳児

期、幼児期の頃は先が見えず苦しむことも多いと思いますが、根気よく続けていくことが大切だなと思

いました。「親が変われば子は変わる」を念頭に仕事にも取り入れていこうと思います。 

 

3. 「ともに歩む」俣野勇士郎先生の講義へのご感想やご意見をお書きください。 

問題行動を起こす子について、どうしてその行動をとるのだろうと考える事がとても大切だと学びま

した。その子にとっては何かしらの意思表示を理解しながら、適切な意思表示の方法（文字）を伝えて

いくようにしようと思いました。 

 

4. 演習「買い物を楽しむ」高橋知恵子先生の実演・演習はいかがでしたか 

タイルを使うことで、お金を細かく分けられて理解しやすかったです。（実際のお金は細かく分けら

れないので）細かく数の仕組みを知ることができ、とても勉強になりました。ありがとうございます。 

 

5. 3 日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

3 日間とてもためになる素敵なお話をして頂き、ありがとうございます。 

気になる子だけでなく、定型発達の子にも当てはまることもあったので、これからも 保育に役立てて

いこうと思いました。 

 

 

保育士（ 1 歳児 ） 

1.  「料理」「買い物」橋本美恵の講義の感想やご意見などをお書きください。 

料理に色々な要素があり、その一つ一つの意味、根拠がとても分かりやすかったです。また「目がそ

れる時には手を添えて」自由 遊び→イメージしづらい→遊び込めない 1歳の保育に為になることが多

く勉強になりました。 



 

2.  保護者の経験談 内海氏についてご感想やご意見などをお書きください。 

「人としてどう生きるか」「面白がりながら育てる」親としての覚悟、信念の中にも今までの生活や経

験、自身を信じてやってきたこと、色んな意味が込められているんだろうな・・・と、とても深いなと

思いました。とても良いお話しありがとうございました。 

 

3.  「ともに歩む」俣野勇士郎先生の講義へのご感想やご意見をお書きください。 

俣野先生の講義は毎回わかりやすく、子どもの気持ちに寄り添った指導にとても 魅力を感じていま

す。明確な理由を見つける観察力、明確な目標を持ってブレない指導、とても勉強になります。 

 

4.   演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習はいかがでしたか 

お金の価値、お金の動きを、なるほどと驚くぐらい分かりやすく可視化されている事、トモニの教材

のすごさを今回も実感しました。 

 

5.   3 日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

とても内容の濃い研修で、毎回楽しみにしていました。もっと知りたい勉強したいという思いが以前

よりましています。 

 

 

保育士（ 2 歳児 ） 

1.  「料理」「買い物」橋本美恵の講義の感想やご意見などをお書きください。 

「失敗は成功のもと」 失敗した後どうするか、声かけをし過ぎていることを反省します。言葉で指

示する大切さを感じます。「人のために」「助かるわ」2 歳の子どもたちもこの言葉好きです。自分で責

任を持ってやる事、大切だと思います。料理はすごいです。国・算・社会性・心・色々な物が育つ事、

忘れないで、これからの保育に活かせたらと思います。 

 

2.  保護者の経験談 内海氏についてご感想やご意見などをお書きください。 

感情的にならず、大人の関わり方次第で。子どものせいじゃない。本当に自分の仕事に対して、我が

子に対して見直そうと思います。自分たちが当たり前にルールとしてある知識、ルール、伝え方。小鳥

の死んだふり→体をじっと止める（意識的に）など印象的でした。 

 

3.  「ともに歩む」俣野勇士郎先生の講義へのご感想やご意見をお書きください。 

生徒とのすさまじい体験。すごくすごく愛をもって生徒と向き合う先生のお話に感心です。伝わりに

くい、伝えられなくて困っている姿に気付き、少しでも私がいることで過ごしやすい毎日が送れる子ど

もが出てくるよう、今日の学びを忘れず保育の仕事をしていきたいです。真剣に向き合えば伝わると思

いました。 

 

4.  演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習はいかがでしたか 

指示されて出す支払いではなく、計算を知って自分で考えて買い物できるのは楽しみが全然ちがうだ

ろうと思う。理解するまでの学習は大変だが、一人ひとりが納得して自分で買い物ができる人生は絶対

楽しいし、生きる力になると思った。すごい！！ この指導を受け、知っている子どもたちの毎日は明

るく楽しいものになるだろうなと思います。勉強になりました。 



 

5.  3日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

実際の経験と交えながらの講義で、本当に色んな思いを持ち子どもたちと関わっておられることを感

じ、学びが多く自分が関わる幼児期、乳児期の関わり方がとても大切で、自分の関わりが変わっていけ

るようにしていきたいです。ありがとうございました。子どもの可能性を潰さないでいろんな力を見抜

いて伸ばしていける存在になりたいです。 

 

 

保育士（ 3～4 歳児 ） 

1.  「料理」「買い物」橋本美恵の講義の感想やご意見などをお書きください。 

私自身も小学生の子どもがおり、2 日目の講義後に始めて一緒にレシピを見ながら料理をしました。

何度か回数を重ねるごとに子どもの「できる」という気持ちの成長に気付け、日々の生活の中でもこの

経験が生きており、私自身の親としての成長にもなって、幸せな気持ちを感じられることができ嬉しく

思います。 

 

2.  保護者の経験談 内海氏についてご感想やご意見などをお書きください。 

「親が変われば子が変わる」という言葉にとてもドキッとしました。私も頭ごなしにガミガミ言って

いることが多く、客観視すると本当に暴君そのものです。「子どもの立場になって考える事」は、こども

園の子達にも我が子にも同じことだと考え、日々自分の独りよがりの言動に意識し励みたいと思います。 

 

3.  「ともに歩む」俣野勇士郎先生の講義へのご感想やご意見をお書きください。 

「子どもの可能性を決めない」という言葉が強く印象に残りました。大人の私が日々の中で小さな目

標を持って行動をすることで、子どもにも伝わり小さな「できた！」が大きな喜び、達成感、肯定感を

生み、生きるたくましさに繋がるのだなと教えてもらいました。今回もとても分かりやすい講義で楽し

かったです。 

 

4.  演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習はいかがでしたか 

頭の中では分かっているので、初めは意味がよく分からない印象でしたが、タイルではっきりと目に

見えることで、とても分かりやすい教材だと感じました。小の息子とお金の価値を再認識し、親子でお

金についてのやり取りを楽しみたいと思います。 

   

5.  3日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

こども園で働く職員として、また母親としてとても学びある講義を受講でき嬉しく思います。この全

3 回の内容を少しでも実生活に活かせるよう常に意識し、子どもの気持ちに寄り添える大人でありたい

と考えます。本当にありがとうございました。 

 

 

保育士（ 3・4・5 歳児 ） 

1. 「料理」「買い物」橋本美恵の講義の感想やご意見などをお書きください。 

料理→エプロンに着替えることで切り替えられる、料理から指示通りに行うこと、読んでから行動す

ることなど、子ども達が社会に出た時に役立つことを身につけられると強く思いました。また、失敗し

てもやり直しができること・・・。保育園でも時々クッキングをしているが、なかなか全員が分量を測



ったりする経験ができないのが悩みです。そんな中でも全員が包丁を扱う経験などができるようにして

います。クラスの T君も包丁でピーマンを切る時に、保育者が手を添えていたが、自ら包丁を動かして

ピーマンを切ろうとしたり、偏食で給食を嫌がったりすることもあるが、その日のピーマン（蒸してポ

ン酢合え）を食べ、自分で作ることの大切を感じた出来事だった。 

買い物→保育園から買い物に行く機会はあまりないが、幼児期に大切な当番活動。今も給食当番をし

てもらっているが、給食の用意をして（テーブルを拭く、給食を運ぶ）終わっているので、人の役に立

ったと感じられる役割を取り入れてみようと思った。（配膳係など） 

 

2. 保護者の経験談 内海氏についてご感想やご意見などをお書きください。 

内海さんが息子さんの将来のことを思って、一つ一つ丁寧に関わり療育されていることが感動しまし

た。表出言動がないとのことでしたが、内海さんが丁寧に子育てされたことで今の生活が（息子さん）

あるのだなと思いました。保護者の方が内海さんの様になって下されば、気になる子どもの未来がとて

も明るくなり、子どもたちの自立に繋がるなと思いました。保育園でも気になる子どもに 100 並べ、1

対 1対応などをしているが、家庭でも保護者の方がして下さったり、子供への対応の仕方に一貫性を持

てたりしたら、子どもたちの能力をさらに高められるのだろうなと感じました。 

 

3. 「ともに歩む」俣野勇士郎先生の講義へのご感想やご意見をお書きください。 

俣野先生の生徒さんを分かろうとする姿勢を見習って、子どもたちがどうしたいのか、何を伝えよう

としているのかをしっかり観察し、分かろうとしていきたいです。クラスの支援の必要な子どもの課題

学習について、クラスの担任同士で把握はしているが、園全体で把握し、また職員が休みの時に入って

くれる職員にも伝えていく必要があると思いました。支援の仕方が職員によって変わってしまうと混乱

に繋がるので、支援の仕方も統一させていかないといけないなと感じました。 

 

4. 演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習はいかがでしたか 

課題学習はただその課題をするだけでなく、課題に向かう姿勢（手は膝、目で探すなど）を身に付け

ることも大切だと感じました。またタイルのちぎり方も右手でちぎって値段、左手に持っているものは

おつりに置くということを決めておくことで、子どもたちは理解ができやすいなと感じました。課題に

向かう姿勢はどの子どもにも必要な事なので、5 歳児クラスで絵を描く、折り紙をするなど机上遊びを

する時は、手は膝の上で待つなど小学校に向けて出来る事をしていきたいなと思う。 

 

5. 3 日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

「療育とは丁寧な子育て」という言葉が印象に残っています。保護者の方の経験談を聞く機会があり、

家庭療育の大切さと保護者の方の忍耐強さに感銘を受けました。保育園生活の中で子どもたちが、これ

から生きていく為に必要なこと、→「分かりません」「手伝って下さい」、指先、指の腹を使う折り紙、

ルール・順番を身に付ける交互読み（わらべうたを交互にうたう）、手は膝の上で待つことなど、できる

だけ身に付けられるように関わっていきたいです。気になる子どもが増えている今、また家庭と協力す

るということも難しいことがあります。せめて保育園で過ごしている時間の間、子どもたちが生きてい

くためにどのような支援をしていけばいいのか、またどのような事を身に付けていけばいいのか学びた

いです。 

 

 

保育士（ 3・4・5 歳児 ） 



1.  「料理」「買い物」橋本美恵の講義の感想やご意見などをお書きください。 

今思えば、ある子どもが普段は絶対食べないパプリカ。クッキングで蒸し焼きにしただけですが、自

ら一口食べてくれました。（その後ペッと口から出してしまったけど）何度も経験すること、大切だなと

感じました。私が今担当させてもらっている 5歳の男児も偏食があり、給食の時間が互いに憂鬱だなと

感じる時もあったと思います。でも今は、苦手な料理でも一口は食べる事に挑戦して、最近やっと何で

も一口は食べてくれるようになりました。この講義で、子どもはなぜ食べる事を嫌がるのか原因を明確

に考えて  解決を考える事は、本当に大切なことだと思いました。その子どもに合ったお手伝い（料

理）を具体的に保護者に提案していこうと思います。 

 

2.  保護者の経験談 内海氏についてご感想やご意見などをお書きください。 

内海さんの話に共感することがありました。「私がこの子の為にしっかり教えてあげないと」と気持

ちが先走りしてしまって、頭ごなしに指示をしてその私の様子、雰囲気を子どもが読み取って子どもは

もっと機嫌が悪くなるという、悪循環だなと思うことがありました。子どもの立場になって考える、自

分の教え方、伝え方はどうなのか自分自身を見直すことが必要だなと感じました。外遊びの時も「なわ

とび」や「ラジオ体操」など意味のある課題に取り組んで行こうと思います。 

 

3.  「ともに歩む」俣野勇士郎先生の講義へのご感想やご意見をお書きください。 

文字での指示を行うためにも、文字の獲得は必要な事だなと感じました。最近ひらがなカードの濁音

をやっているのですが、なかなか発音も難しく頭に入ってきていない様子でした。なので、今回の講義

の中で話があったように、読むことに加えて書くことも一緒に進めていこうと思いました。本児自身も

絵や文字を書くことが好きだけど、書くことは決まってゲームの絵、アニメのロゴ、タイトルなので、

意味のある言葉を手添えで一緒に書いて伝えていけたらなと思います。 

 

4.  演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習はいかがでしたか 

タイルを実際に切ったり、タイルの上にお金を置いたりして視覚的に示してあげることが大切だと思

いました。計算のやり方（講式）を教えるのではなく、何でこうなるのか、10 円や 100 円はどんな数字

が集まって成るのか、細かく砕いて伝える事が一番分かりやすいのだなと感じました。どこが分かりづ

らいのか私たちが理解して工夫して教えていきたいです。 

 

5.  3日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

3 日間の講座を振り返って保護者の方や先生方の話を聞いて共感することが沢山あり、みんなが通る

道なのだと少し安心しました。「どうしたらもっと伝わるのだろう」と、悩む事もあったので、「こんな

やり方があるのだ」と勉強になりました。そして今は、「課題学習」や「新しいことをすること」に対し

て「不安」よりも「楽しみ」や「子どもと一緒にがんばろう」という挑戦する気持ちに変わっていた事

が自分自身うれしかったし、講座に来てよかったと感じました。今、加配でついてくる子は 5 歳で来年

3 月には卒園してしまうのですが、限られた時間ではありますが、その子の良き療育者になれる様、最

後まで丁寧に関わっていこうと思いました。 

 

 

保育士（ 5 歳児 ） 

1.  「料理」「買い物」橋本美恵の講義の感想やご意見などをお書きください。 

料理を通して自分でやりたい気持ちが育ち、生きていく上で必要なことが沢山詰まっており、改めて



大切さに気付きました。クラスの保護者にも伝えていこうと思います。 

 

2.  保護者の経験談 内海氏についてご感想やご意見などをお書きください。 

貴重な体験談をありがとうございました。手を使う事の例や縄跳びなど具体例を聞き、自分の保育に

も取り入れようと思いました。「子どものイライラうまくいかない」は、子どもの立場になって考えるこ

と、自分への振り返りの機会の大切さを改めて気付きました。 

 

3.  「ともに歩む」俣野勇士郎先生の講義へのご感想やご意見をお書きください。 

俣野先生の、子どもに対する強い思いを本当に感じました。見習わなくてはと強く思いました。子ど

もが分からないことに対して色々と試していくことの大切さをしっかり理解し、やり方を支援できるよ

う努めていこうと思います。 

 

4.  演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習はいかがでしたか 

実演でとても分かりやすかったです。同じグループさんの中に保護者の方がおられ、話を聞くことも

できたことも良かったです。タイル教材はとても役に立っており、使っていない今も大事にされている

ようです。 

 

5.  3日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

どの講座も自分の保育に当てはめながら受講しました。保護者の方の体験談も聞くことができ、良い

機会となりました。もっと講座に参加させて頂きたいと思いました。 

 

 

保育士（ 5 歳児 ） 

1.  「料理」「買い物」橋本美恵の講義の感想やご意見などをお書きください。 

料理には様々な事が取り入れられており、すごいと思いました。自分で作った料理で家族が喜んでく

れるという経験を積み重ねて、家族の役に立っていると感じられる事で成長していく。その為には分か

りやすいレシピ作りなど事前準備が必要だと思いました。子ども達も落ち着いて取り組め、自分ででき

たということが自己肯定に繋がっていくのだと思いました。クラスの子どもも料理に取り組んでいて、

自分で朝ご飯を作れる！ということを話してくれています。 

 

2.  保護者の経験談 内海氏についてご感想やご意見などをお書きください。 

一生懸命取り組んでいるから、「だめ」「～しなさい」「どうして・・」という事が多くなってしまうの

だろうと思いました。子どもがどう考えているのかを考え、自分の関わり方を考える。分からないのは

子どものせいではなく分かるように教えていく。関わり方次第で子どもは変わるという事がとても印象

的でした。 

 

3.  「ともに歩む」俣野勇士郎先生の講義へのご感想やご意見をお書きください。 

子どもがパニックになった時など、なぜそうなるのか子どものことをよく見て、どのような関わりが

必要なのかを考えていく事が必要だと思いました。表面的に観ただけでは分からないことが見えてきて、

それによって落ち着ける。安心して生活できるという事に繋がっていくのだと思いました。要求や思い

を言葉でうまく表せなくても、文字が理解でき文字で伝えることができる。伝わるという嬉しさ、安心

感など色んな面での安定に繋がっていくのだと思いました。 



 

4.  演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習はいかがでしたか 

タイル並べがお金、買い物に繋がっているという事を実際に見ることができ、凄いと思いました。と

ても分かりやすく子ども達にとっても目に見えて分かるというのが凄いと思いました。1,000→

900+90+10 に分ける。それを目に見えるようにタイルにするのがすごく分かりやすく参考になりまし

た。子ども達が分かりやすく取り組めるようにするという事がすごく大切だと思いました。 

 

5.  3日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

一つひとつの事がすごく勉強になりました。また、なかなか本音を聞くことができない保護者の話を

聞くことができたのも、とても貴重な時間になりました。今後も是非講座をして頂きたいです。 

 

 

特別支援学校教員（ 小学 6年生 ） 

1.  「料理」「買い物」橋本美恵の講義の感想やご意見などをお書きください。 

学校で 2 学期に味噌汁、3 学期はカレーライスの調理実習、スーパーへの買い物と言葉数の授業で買

い物学習のお金、料理の手順をやってみようと、ヒントをたくさんいただきました。 

 

2.  保護者の経験談 内海氏についてご感想やご意見などをお書きください。 

学齢期のお話だけでなく、成人になられたお話をたくさん聞かせて頂き、自分の子どもの対しても考

えさせていただくきっかけになりました。ありがとうございました。 

 

3.  「ともに歩む」俣野勇士郎先生の講義へのご感想やご意見をお書きください。 

日頃学校でされている先生にいつも刺激を受け、自分も少しでも近づけたらと思います。 

 

4.  演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習はいかがでしたか 

学校で少しずつやってみたいです。 

（お金を支払う（出す）手順だけは何度もやっているので。） 

 

5.  3日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

来年度も是非。先生方のご都合がよろしければ、何か月かに 1回お話を聞いて、自分へのエネルギー

と反省とにさせて頂いています。 

 

 

特別支援学校 教員（ 小学 1 年～6年 ） 

1.  「料理」「買い物」橋本美恵の講義の感想やご意見などをお書きください。 

支援学校では、一昔前では料理の工程の一部だけとか、10 回かきまぜて交代という方法が主流でし

た。コロナ明け後、実際にすることが少なくなり、模擬で一連の流れを一人でおこなう形が増えてきま

した。一人ずつ行うので待ち時間が長くなり、着席、注視が難しい。児童にとっては少々しんどい時間

となりがちです。ここの授業の組み方は工夫次第と考える事ができました。学校での授業の有り方をも

う一度見直したいと思いました。 

 

2.  保護者の経験談 内海氏についてご感想やご意見などをお書きください。 



学校としてはお互いが協力できる、支え合う存在として頑張らないと、と思いました。「親が変われ

ば」と「先生が変われば」と、肝に銘じたいです。 

誰の指示でも従う＝親ばなれ、手が使える＝仕事 人に好かれる＝教えてもらえる、役に立つ＝心が

満たされる、模倣する＝できないのは、模倣することに気付かない（認知機能の問題）心に刻んで実践

していきたいと思います。 

ついつい使いやすい「しっかり」など曖昧な事を「数字化」していくことも本当に大切と再確認でき

ました。回数を決めた時にトータルで良いのではなく、都度始めからやり直すことも心を育て直すこと

も大切。一人でできるためのその子に合った道具の工夫も大切という事を、「なるほどな」と思いながら

感じました。将来を見通すシュミレーション、小さい頃から行う大切さも考えさせられました。 

 

3. 「ともに歩む」俣野勇士郎先生の講義へのご感想やご意見をお書きください。 

他害行動→その手段しか伝わる術を知らないという理解。他教員との関わりで「ゴールを共有する」

ことをなるほどと思いました。共通理解というと、皆で共有する最低限のルールを作ってと言っていま

したが、「ゴールの姿を明確にして△△と〇〇は譲らない」といった手法の方が、皆で協議しやすく伝わ

りやすいのかと思いました。個別対応と集団の兼ね合い、支援の手をゆるめていくタイミング、本当に

難しいです。 

 

4.  演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習はいかがでしたか 

教材の大きさとか色とか、こんなに小さくて、と思っていましたが、今日、こんな意味があったんだ。

奥が深い本当に思いました。納得でした。「見て分かる」よく使う言葉ですが、実際にやってみて深くた

め息と共にそうだと実感しました。この成長にはやはり細かな観察と準備が大切で、その苦労をさけて

はいけないと思いました。 

 

5.  3日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

3 日間ありがとうございました。毎回「そうだ、そうだ」「はっ！そうだったのか」と納得と、新しい

発見と、再確認することばかりでした。「学校教育の教育課程、指導要領という縛りが大きい中で（一昔

前程自由ではなくなりました。）色々な考え方をお持ちの先生方など、どのように工夫して伝えれば実

践に結び付けていけるのか」を 考えながらの受講でした。どんなに重度のお子さんでも「することが

はっきりしている（分かる）」その上で「ゆずらない」「将来を見通して“今”を考える」「出来ないと諦め

るのではなく、出来る方法（社会的にも認められる）を考える」の 4点に気を付けて関われば必ず伸び

る。社会人として（社会に役立つ）生きていくことができる存在であることを改めて思うことができま

した。 

 

 

特別支援学校 教員 

1.  「料理」「買い物」橋本美恵の講義の感想やご意見などをお書きください。 

課題学習は教えようとなるが、料理は「一緒にやる」という並行関係であり、料理をまわりの人にふ

るまうことで感謝される存在になるというお話を聞き、障害がある無しに関わらず取り組むことが必要

だと思いました。 

 

2.  保護者の経験談 内海氏についてご感想やご意見などをお書きください。 

「親が変わると子も変わる」という言葉が心に刺さりました。 



 

3.  「ともに歩む」俣野勇士郎先生の講義へのご感想やご意見をお書きください。 

似ている児童を担当しており、写真カードを見せてトイレに行くことを伝え、いずれは自分が行きた

いときに指差しして伝えてくれたらと取り組んでいますが、イメージのすり合わせができていないのだ

と分かりました。 

 

4.  演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習はいかがでしたか 

丁寧に細かく指導していく事の大切さを実感しました。タイルが小さいのにもびっくりしましたが、

全て意味があることが分かりました。 

 

5.  3日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

是非次回も 3 日間の講座をお願いします。3 日間あることで、自分の中で課題を持って聞き、学ぶこ

とができました。ありがとうございました。 

 

 

特別支援学校 教員（ 小学 1 年～6年 ） 

1.  「料理」「買い物」橋本美恵の講義の感想やご意見などをお書きください。 

生活単元学習で、特に買い物はよく取り上げていますが、その意義を改めて確認できました。コロナ

以降学校ではまだまだ調理実習はできていない状況なので、何か工夫して「料理」を取り入れていけた

らと思いました。 

 

2.  保護者の経験談 内海氏についてご感想やご意見などをお書きください。 

信念をもって様々なことを子どもさんに教えてこられた姿に、本当に頭が下ります。 

 

3.  「ともに歩む」俣野勇士郎先生の講義へのご感想やご意見をお書きください。 

確実に子どもが変わっていく様子に、毎回本当にすごいと感じます。自己肯定感を大切にし、適切な

支援、指導をしていかないとと感じました。 

 

4.  演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習はいかがでしたか 

具体的に教材を触ってお話を聞くことで、目からウロコが落ちるように納得して理解できました。是

非学校でも取り入れていきたいと思いました。 

 

5.  3日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

全講座とても有意義な内容でした。日々の取り組みに活かしていきたいと思います。保護者支援や強

度行動障害の方の支援に関する内容があればぜひ拝聴したいです。 

 

 

事業所 職員（ 未就学～成人 ） 

1.  「料理」「買い物」橋本美恵の講義の感想やご意見などをお書きください。 

とても学びになりました。きっと出来ないであろうと支援に出来ていないことが弊社の事業所であり

ますので、今回の学びを持ち帰り活用できたらと思います。 

 



2.  保護者の経験談 内海氏についてご感想やご意見などをお書きください。 

相談員として働いていますが、先を見据えて児童期に頑張る、向き合うことが大切という事を学びま

した。今後も学んだことを伝えて行けたらと思います。 

 

3.  「ともに歩む」俣野勇士郎先生の講義へのご感想やご意見をお書きください。 

3 回連続のご講義ありがとうございました。俣野先生のような方が学校におられ、皆さん心丈夫だと

思います。相談員として連携させて頂く事が多いのですが、先生方のお立場についても学べ、貴重な機

会となりました。 

 

4.  演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習はいかがでしたか 

とても分かりやすい内容でありがたかったです。今後も、今日の研修で感じたことを学んだことを担

当の方にお伝えできるよう、自ら学んでいきたいと思います。 

 

5.  3日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

今後も連続講座を続けて頂きたいです。教材の準備など大変だったと思われますが本当にありがとう

ございました。 

 

 

事業所 職員（ 小 4～高 3 ） 

1.  「料理」「買い物」橋本美恵の講義の感想やご意見などをお書きください。 

料理というものが、色々な面で活用できることは知っていたつもりですが、年齢に関係なく等、なる

ほどと思える部分がさらにたくさんあり、また現場で関わっている色々な子ども保護者の顔 

 

2.  保護者の経験談 内海氏についてご感想やご意見などをお書きください。 

保護者様の並々ならぬご苦労あってこそのご本人の今なのだと思います。同じように考えて下さる保

護者様が増える事を願い、日々業務をおこなっていきたいと感じました。 

 

3.  「ともに歩む」俣野勇士郎先生の講義へのご感想やご意見をお書きください。 

地域の小学校の中で、先生の対応の違いに戸惑っている親子をたくさん耳にします。俣野先生の様に、

子どもの声に寄り添って頂ける先生が増えることを願います。福祉と教育が上手につながり、子ども達

の人生を豊かにできればと思いました。 

 

4.  演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習はいかがでしたか 

数がよく分かっていなくても、手を動かすことで自然と答えが出てくる仕組みがすごい。目で見て大

小を確認できるので分かりやすい。早速事業所の取り組みに取り入れていきたいと思います。 

 

5.  3日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

大変勉強になりました。学齢期の子ども、保護者向けの研修もお願いしたいです。また具体的な取組

のレクチャーもお願いしたいです。 

 

 

放課後等デイサービス 職員（ 小学生～主に中学生 ） 



1.  「料理」「買い物」橋本美恵の講義の感想やご意見などをお書きください。 

いつも橋本先生の具体的な実践例が大変参考となります。施設に来たとたん「ギャー」と大声を上げ

て勉強を嫌がる小学 3年生の自閉症のお母さんがおられます。保護者の方と共に、料理（お手伝い）を

準備からやっていく事も考えてみたいと思いました。レシピ作り（単文）計量（アナログ）で塩を分け

てみて、材料を等分分けしてみる！など、やってみたいと思いました。 

 

2.  保護者の経験談 内海氏についてご感想やご意見などをお書きください。 

表出言語のないお子さんに、まず体の使い方、粗大運動をされたこと、鏡の所でラジオ体操を背後か

ら体を支えやられたという事例は、大変参考となります。中学のお子さんでも靴ひもの蝶々結びができ

ない、雑巾絞りもできないです。ご家庭でお手伝いを全くさせてきてないことが分かります。 

 

3.  「ともに歩む」俣野勇士郎先生の講義へのご感想やご意見をお書きください。 

私は支援施設で働き始め、利用者のお子さんの学校との学習支援目標の共有が欲しいと思いますが、

学校（担任）との支援の連携は、なかなか難しいと思われています。保護者と担任との情報交換で要

望の伝え方も、難しいところがあると感じます。 

 

4.  演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習はいかがでしたか 

お金と量の理解のしやすさがよく分かりました。やはりトモニ教材はすごいと改めて感動しました。 

 

5.  3日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

指導実践が聞け、大変参考となりました。指導後のお子様の成長されたご報告（体験談）が毎回聞け、

トモニを学び指導していく励みとなりました。ひきつづきこのような講座があれば、是非参加させて頂

きたいと思いました。 

 

 

放課後等デイサービス職員（小学 1～6 年生） 

１，「料理」「買い物」橋本美恵の講義のご感想やご意見などをお書き下さい 

 自宅にて自身の子供に料理を試したことがありましたが、口頭指示の連続だったことに気づきました。

箇条書きで、自分で見て取り組ませることは大切だなと実感し、早速ご紹介いただいた料理本も買って、

買い物から自分でさせて実践しています。将来浪費しないよう、お金の使い方を小さいうちから教えて

いくことは大切だと感じました。 

また、職場にて料理活動を行うことはありますが、係を分けて流れがぶつ切りになってしまっていて、

将来につながらないことに改めて気づきました。児童の将来を見据えて、自分でできるように、ために

なるように常に考えて料理活動をしていきたく思います。準備やエプロン装着など、働く意識と衛生の

概念、学年が進んでからでは得られにくいなと思います。できるだけ年齢が進まないうちから習慣づけ

ていきたいです。何か秀でた才能がなくとも、料理で人のために働く喜びを得られれば、人生は変わっ

てくると思いました。 

  

２，保護者の経験談 内海氏 についてご感想やご意見などをお書き下さい 

 重度知的障害の子供がおり、職場でも支援学校のお子さんを支援しているため、青年期になられたお

子さんのお話を聞けてありがたかったです。 



子供が将来受け入れられる場所を増やすためには、「手を使えるようになっておくこと」「指示にそ

ってやり遂げること」こそ、本当に大切だと感じ、自分の子供に対しても、職場の児童に関しても、今

こそこれをやっていくべきだ、というものが見えた気がして、早速取り組み始めています。職場には小

学中学年・高学年になっているお子さんがいますが、その頃から 100 並べなど机上課題をさせ始めるこ

とは本当に困難です。力が叶わなくなる前に、子供の立場になって考えながらも譲らず、子供の将来に

繋がると考えながら向き合っていきたいです。 

 

３，「ともに歩む」俣野勇士郎先生講義へのご感想やご意見をお書き下さい 

 目から鱗、という感じでした。発語なしで自傷他害のお子さんが、文字を指導したことでこんなにも

変わるのかと驚きでした。 

自分もですし、職場でも学校でも、「この子には無理だろう」とはなから諦めてしまいがちだと思い

ます。しかし、この子は（馴染みのある単語なら塊としてわかっている）など糸口を見つけながら諦め

ず関わっていくことで、理解できた子供の世界は格段に広くなり、結果問題行動も落ち着くのだと。問

題行動ばかりを修正しようとしてもだめなのだと改めて学びました。また、いくつもの課題に同時に取

り組んでいく大切さも感じました。今後も行き詰まったときは学んだことを何度も振り返り、修正をか

けていきたいと思います。 

 

４，演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習 はいかがでしたか 

お金を自分で考えて扱えること（100 円玉を何個入れるか・足りるか考えて自分で減らす）ができると、

買い物がその人にとってもっと魅力的なものになるということを気付かされました。「お札を出せば買

えるやん」と職場の利用児童が言っていることがありますが、本当の買い物の楽しみを子供たちに伝え

ていきたい・伝えるために、理解に繋がる支援をしていきたいと思いました。タイル並べは、本で読む

だけではイメージがつきにくかったですが、実際に見て手に取ることで理解が深まりました。タイルを

表裏一体にしておくこと、視覚的にとてもわかりやすかったです。また、「ちがう」を言ってしまいが

ちですが、黙って出すということも改めて学ぶことができました。 

 

５，3 日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

全体的な総論ではなく、限定されたものを深く学びたいです。その場で質問を出し、答えてもらえる

場がほしいです。全体で質問を振られた際、時間もないですし質問はたくさんあって一つに絞れず、で

遠慮してしまい…グループで質問会のような時間があるとありがたく思いました。 

 

 

成人施設職員 

1.  「料理」「買い物」橋本美恵の講義の感想やご意見などをお書きください。 

具体的なエピソードや写真が多くイメージしやすかったです。塩を 50gずつ測って ビニールに入れ

る。そっと＝置いてから手を離す、トレーニングペーパーでこすって浮かび上がらせる等、工夫がたく

さんで楽しかったです。実際にやっていきたいと思いました。買い物から料理まで一貫して取り組んで

行きたいと思いました。 

 

2.  保護者の経験談 内海氏についてご感想やご意見などをお書きください。 

山歩き、数で伝える、ルールを教える、具体的なエピソードを聞かせて頂きありがとうございました。

手を磨くことの大切さも改めて思いました。どう豊かに幸せに導いていくのか、人としてどう生きるの



かについて、私も学び考え続けたいと思いました。親心の記録、成年後見制度も学んでいきたいと思い

ました。とっても美人になられたという高橋先生の言葉を聞いて目標とされて取り組んでこられたこと

が実っておられるのだなと心に残りました。 

 

3.  「ともに歩む」俣野勇士郎先生の講義へのご感想やご意見をお書きください。 

文字を習得することで伝える方法を身につけられ、それが生活の中で活かせるとその後の人生が大き

く変わっていくのだと思いました。たくさんの子どもさんと一度に関わらないといけず大変だと思いま

すが、たくさんの実践例をされておりすごいなと思いました。ありがとうございました。 

 

4.  演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習はいかがでしたか 

1,000 円札、100 円硬貨で買い物をする、「足りる・足りない」の実践方法がタイルを触りながらでよ

く分かりました。お金に関しては、「できた、分かった」を一緒に感じた経験が私はまだないので、実践

していきたいなと思いました。 

 

5.  3日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

毎回、前向きな気持ちになり、私も実践してみようという気持ちになりました。具体的なお話や保護

者の方のお話を聞けてとても勉強になり、学び続けて私もやっていきたいという気持ちになりました。

ありがとうございました。次回も是非参加したいです。 

 

 

発達支援教室職員（年中～２０代） 

１，「料理」「買い物」橋本美恵の講義のご感想やご意見などをお書き下さい 

料理は成人期になっても、本人・家族に安心、また本人に力をつけると他の人と交わり生きる力にな

る。大人になっても幼稚な活動ではなく、カレーを作ることができると、災害時にも参加できる。 

本物のごっこ遊びであり、自立を目指せる。机上での学習が生きるための力として繋げていける。 

先生に教えていただいた、禁句事項１、「ちゃんとしなさい」２、「しっかり見て」３、「何ででき

ないの？」４、「違う！」のことを当事者の方は「どうしたらよいか具体的に教えて欲しかった」と

言うことでした。ハッとされられました。禁句事項は保護者の方とも意識することを共有しています

が、その次の具体的な指示をどれだけ共有できていただろうかと振り返りました。「料理をしましょ

う」ではなく、経験された保護者談やレシピや進め方、道具などを具体的に伝えていくことで家庭で

の取り組みやすさ、親子の経験に繋がっていくのだと感じました。 

 

〇損をすることは罰ではない。書き写し（河島先生の言葉） 

生半可な認知は教育によって変える、生半可な認知がそのまま続くと排斥される。 

書き写しの先には熟練したものになる。熟練して読み書きを手に入れられる、理解も深まる。 

学校では集団、社会での行動を学ぶ。 

書いた作文：内言語をしっかり育てていく。内言語を育てるにも実感のあることを。 

説教で教えるのではなく、損をして経験していく。倫理観だけでは止められない。 

学習に煮詰まる時は山歩きと料理。幸せな気持ちになる。 

河島先生は石器時代のことを思い出して。石包丁だった。大きい食材はしっかりと噛む。今は調味

料だけはしっかりと計っていく。と仰っていた。 



「損する経験」をさせることで、「書くことを嫌いにならないか」と言われる方もおられます。 

しかし、そう思っている大人に合わせて子どもが反応しているのだろうと気付かされます。損をさせ

る覚悟を持って取り組む大人、嫌いにならないかと揺らぎながら取り組む大人、全て子どもに見透か

されているのだと思います。大人が責任をもって教育をしていくこと、私自身が責任を持って取り組

んでいかなければなりません。 

 

２，保護者の経験談 内海氏 についてご感想やご意見などをお書き下さい 

 内海様の経験談は私にとってとても希望の持てるもので、保護者の方にとっても希望の持てるお話

だったのではないかと感じました。 

「思春期はみんなが通る道。障害の有無は関係ない。病的と思わず恐れず子育てをする。」ことは小

学校高学年のことから、皆さんと共有していきたいと思います。 

成人期に入ると、児童期とのギャップ、はっきり断られる時代になっていると言うお話もしてくだ

さいました。そのことは私自身が就労支援事業所に行かせていただき、学生時代と舞台が一気に変わ

るのだと言うことをとても実感しています。個々に合わせた学生時代の対応から事業所に合わせて仕

事をしていかないとならない状況を感じます。そうなった時に、誰の指示でも入るようにし、働くこ

とが好きであることで、どの事業所でも合わせられることができ、幅が広がります。それができない

と、本当に「断られる」「事業所を変えてもらう」と言うことが実際にあることを目の当たりにして

います。 

また、金銭管理のことなども具体的に示してくださりました。保護者の学習会でも年金の申請など

みなさん先輩母から順に聞き伝えがあるようです。内海様の経験談から、学習会でも金銭管理のこ

と、就労に向けて何を学ぶべきかなどをテーマに学んでいこうと言う話も上がりました。トモニの実

践や個別課題学習のテキストなども用いながら、保護者の方と一緒に学びを深めていきたいと思って

います。貴重なお話を本当にありがとうございました。 

  

３，「ともに歩む」俣野勇志郎先生講義へのご感想やご意見をお書き下さい 

 学校現場での取り組みをとても詳細にお伝えいただき、とても参考になりました。 

教材の共有、連携にあたって、子どもの変化をベースに考えていくこと、学習指導要綱に基づいた共

有をしていくことの大切さを改めて教えていただいきました。 

文字指導に関して「支援者は提示したことで子どもが理解できる前提にあっていることがある。提示

＝理解しているとは限らないと言うご指摘に、私自身がそうなっていなかっただろうかと振り返りま

した。「なぜ文字の指導が必要なのか」「なぜ書字の指導が必要なのか」「なぜ数量指導が必要なの

か」等しっかりと指導するものが意識し、取り組んでいかなければならないことを改めて確認するこ

とができました。 

「不適応」として捉えるか「わかりたい」と捉えるかで、彼の行動は変わる➡︎子どもの声を聞き取る

ことのできる伴走者でありたい 

私も子どもの声を聞き取ることができる伴走者になれるよう学び続けます。そして俣野先生のお言葉

を地域の学校の先生とも共有できるような関係作り、連携を図れるよう今あるつながりを大切にし、

取り組んでいきたいと思います。 

また「人に追いつこう、100 点取ろうなんてわずらうな、生きるために集団でどう過ごすかを学ぶ

ために普通級に入っている」 



 

４，演習「買い物を楽しむ」高橋知惠子先生の実演・演習 はいかがでしたか 

1000 円での買い物の教材、タイルと初めて出会った時の感動は私自身とても大きいものでした。 

足し算、引き算の苦手意識はあるものの、お金の１０００までのタイル並べになると俄然意欲満々で

取り組める子どももいます。文句を言いながらでもエッフェル塔を学び（文句を言いながらも、丁寧

にタイルを置き、ズレたら直すことは忘れない様子を見ていると、本当は学んでいきたいんだなと言

う思いがとても伝わってきます。）1~1000 タイルに喜んで取り組んでいる姿を見ると、まだまだ数を

扱うことを学び、身につけていくことができるのだと、私自身が希望をもらっています。 

お金の支払いを考えて、同じ価値を持っていると言うこと、そしてタイルと硬貨を合わせていく。 

３桁の数字はかけても、読みが難しかったり、位を考えたりすることが難しい子どももいます。実演

を通して、やはり繰り返し、操作をしながら 表裏一体で数を学び、位の意識、理解を深めていくこ

とが大切であると感じました。 

これまで、1000 円での買い物の 1000 の切り込みタイルは私が切り込んで準備していることがほとん

どだったのですが、今回の講座で子どもに切らせることの大切さも学びました。 

子どもたちは取り組みに対して、いつも自分でわかる根拠を探しています。「自分で切ることで根拠

を作る」と言うことを教えていただき、これまで私がその根拠に気づく過程を奪ってしまっていたと

大反省です。 

「自分で根拠を確かめる」「何のための学びか」と言うことを子どもたち自身にも伝え届けていかな

ければならないことを再確認できました。 

操作の方法も引き算九九と合わせながら、と言うお話に、トモニの教材は全て関係性があり、一貫し

て学んでいけるものであること。私自身が一つ一つ丁寧に関係付けながら子どもたち、保護者の方と

学んでいきます。 

日本の硬貨、お金は十進法でタイルがそのように学んでいけるように作られ、数が大きくても小さく

てもタイルで一貫したツールで指導し、理解を深めていける教材で本当に素晴らしいです。 

河島先生、高橋先生の子どもたちに対する共感と何のために学ばせるか、全ての操作、取り組みに意

味があることに、いつも私は気づかせていただくことばかりです。 

 

５，3 日間の全講座のふり返りと今後の講座に向けてのご希望をお書きください 

成人になった児童は 2年前、「計算」と聞くだけで渋い表情をし、足すとはどう言うことか、引く

とはどう言うことかがつかめずに、計算、時間、お金の扱いに自信のなさを持っていました。 

これまでの学生時代の積み重ねや就労経験、家庭での取り組みもされていたこともあり、再度 100 並

べから学び直しをし、十進法の仕組みを確認、タイルを繰り返し操作していく中で、数量の理解が深

まり、意欲的に数を扱うことが学べるようになってきました。数直線上での概数の理解が進み、そし

て何より、料理に取り組んだことで、足すこと、引くこと、分けることの意味が実態として理解で

き、計算につながってきました。 

昨年度の講座を受講したことにより、改めて指導の方向性を考え取り組んでいくきっかけになりま

した。そして今年も受講させていただいたことで、1年の取り組みを振り返り、しっかり前に進んでい

ること、そしてまだ取り組めていなかったことも明確になってきました。受講後、実践で取り組み、

そして、今回再度確認、今後の方向性を確かめることができました。 

街を自由に。 

買い物を理解し、楽しさの価値を。表出言語がないから諦める必要はない。 



先生方の講義を拝聴する中で、一人で活動している中で、考えが狭くなりがちになっていることに

気付かされます。広い視野で、日々観察をしながら、子どもに敬意を持って子どもの声に耳を傾けて

いくことを続けていきたいと思います。 

 

講義はどこまでも根拠があり、具体的で意味のある実践のお話で、漠然としたものはなく、私にと

っても非常にわかりやすいものしかありませんでした。 

〇具体的目標と内面的目標 

〇準備が大切、やってもらうから振る舞うへ 

〇損をすることは罰ではない。熟練されて、理解が深まる。 

〇書いた作文は内言語を育てていく 

〇最初から最後まで責任をもってやると言うこと 

〇メモリを読むこと➡︎自分本位から脱することになる 

〇山歩きと料理。人に追いつこう、100 点とろうなんてわずらうな。 

〇料理は成人期になっても他人と交わり、生きる力になる。幼稚な活動でなく、災害時にも役立つ。 

〇「できないと」と思っていたけど、やったらできた。 

〇必要なことは教えていかないといけない。自然にはできないことも多い。 

〇役立つ子にしないと子どもの心は満たされない。 

〇障害の有無に関係なく病的と思わず恐れず子育てをする。 

〇人としてどう生きるか 

〇子どものせいにしないで自分の関わりを変えていく 

〇人間は生き物。自然の中で暮らすことは当たり前。 

〇子どもをどう理解するか、内面をみる。検査の数字ではない。 

〇子どもにとって「爪を立てる」手段しかないと言うこと。教育していかなければならない。 

〇合理的な考え方を。「ちがうよ」は散々言われている。黙って戻し、訂正を促していく。 

〇根拠を、操作を通して作っていくこと 

〇「不適応」として捉えるか「わかりたい」と捉えるかで、彼の行動は変わる➡︎子どもの声を聞き取

ることのできる伴走者でありたい 

 

今回の講座で印象に残ったことの一部抜粋ですが、これらのことは子どもたち保護者の方に向けて

ではなく、私自身が生きていく上でのテーマであるとも感じました。私自身が私自身の生き方を深く

考え、取り組んでいかなければなりません。 

先生方のように日々取り組んでいけるよう、学び続けていきます。 

これまでの河島先生からいただいた言葉、先生方から学んだことを改めて振り返りながら、感謝を胸

に前に進んでまいります。 


